
⾃らの能⼒を開発するととも
に、よりよい患者サービスの
ため後輩を育成し、介護の専
⾨性を探求・発信することが
できる能⼒

教育・研究能⼒

組織的役割遂⾏能⼒

適切な患者サービスを提供す
るために組織における⾃⼰の
⽴場を認識し、役割遂⾏がで
きる能⼒

➊その⼈らしさを捉える⼒
 ICFの視点に基づいて情報を収集することで患者さんの
 全体像を客観的かつ全⼈的に捉え、真のニーズに応じた
 介護を創造する能⼒
❷⽣活⾏動を⽀える⼒
 根拠のある正確な介護技術を基盤に、医療の場での安全
 性を確保したうえで、患者さんの⾃⽴・⾃律に向けて介
 護を展開する能⼒
❸暮らしていくことを⽀える⼒
 患者さんのニーズに対応したよりよい暮らしの実現のた
 めに、患者さんを取り巻く⼈々（家族やサポート者、院
 内外の多職種など）と協働したり、働きかけたりできる
 能⼒

介護実践能⼒

＜介護福祉⼠に求められる実践能⼒＞
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豊橋市⺠病院 看護局

＜実践能⼒の習熟段階＞

レベルⅠ

レベルⅡ

レベルⅢ

レベルⅣ

マニュアルに基づき
⾃⽴して介護実践が
できる指導を受けながら

介護実践ができる

基本的な介護実践に
ついて後輩に指導・
教育ができる
部署内のリーダー
シップが発揮できる

医療チームの中で
介護の専⾨性を発揮
し、多職種と協働し、
介護実践の質向上に
貢献できる
部署を超えてリーダー
シップが発揮できる

⼊職1年⽬

⼊職2年⽬
新⼈サポート者

5年⽬以上
指導者

10年⽬以上
責任者

目指す介護福祉士像に向かって

一歩ずつSTEP U
P！！

豊橋市⺠病院�介護福祉⼠ラダー


